
ずいどう

経済的でもあるように，多少この標準型を変形した

ものや，円裂の断固など各極の特殊型の隊道がある。

(2) 勾配(こうばい)

隠道内では一般に粘着力が減少し，かつ空気抵抗

が橋大するので‘急な勾配は避けたい。また工事中は

もちろん将来とも自然排水とするためには，勾配を

設けたほうがよく，通常 3-5 %0がとられている。ま

た長い臣室道では工期の短絡を図るためには，両口よ

りおがみ勾配となるのであるが，換気とくに排煙に

ついては急勾配のしかも片勾配の方がよいのである。

以上のように勾配の選定に当っては，相反する事

項があるので，地形 ・ 延長・工事施工等を考慮の上

決定し，なおまた列車道i転にあたっては空気抵抗もあるので，

この勾配を制限勾配としないように考えるべきである。

(3) 援工

臣室道の巻厚( *桜工)は，摘さくしてみなければ決定されない

が，地質調査等によって判断し， 従来の経験によってその巻厚

を計繭するものである。概略の巻厚は，土砂で逆巻で施工する

ようなところは 50-60cm ， 軟岩で目が多く支保工も合掌式を

必要とされるところは 40cm 前後の巻厚，軟岩でも自の少ない

ところでは 30cm前後，硬い岩で支保工も裂しないところで 20

cm 程度とする。また夜工材料は現地で容易に採集できる石材

をもって施工する場合もあるが，

現今ではほとんどコソク リートを

もって施工している。

(4) 待避所(マンホー ル ・写真-

2 ) 

鉄道開通後の線路保守や， 電力

通信保守等の作業員の待避のため

には小形待避所を，また作業務具

や材料の置場周として，中型・大型

の待避所を設けることになってい

る。すなわち隆道の延長により待 1・

遊所を設ける基準が定められてい

る。

また待避所を設ける間隔はつぎのとおりである(図-3) 。

型 l 中

待i控所の大きさはつぎのとおりである。

(5) 緋煙

勾酉Eの項で述べたように，急な片勾配の長いB華道には，ほと

んど排煙装置を設ける必要はないが，両坑口より上りで中で折

れている場合は，工事中の換気を考えると同時に，将来運転上

図-3. 00 隆 道設計図

の排般について考えなければならない。地形によっては竪(た

て) ，坑を設けて自然換気とすることもあるいト γネル排煙装

i也) 。

(6) JKi 1珂

開通後f*守作業員のために， 電気による l照明設備を考えなけ

ればならない。この設備はその延長の長短によらず，自然、光線

の到達の良いか磁いかによって設けるもので， とくに坑口付近

に Ilå線の入っている隆道ではその必要が多い。この照明は約

20m ごとに上部に点灯するものである。

(7) コ γ クリート道床

長大腿道内での保線作業は困難であるので， コンクリ ート 道

床として保守作業を軽減することが考えられる。コンク リート

道床は砂利道床にくらべて，施工は面倒で工期を多く主要し， ま

た列車運転に当っては騒音を発する等の欠点もあるが，保守の

経滅のため施工されているいコンクリ ート 道床)。

4 測量

(1) 地上測量:

地形の簡単なときは現地に中心線を設置して，隊道の方向 ・

長さを定め，両日に基準となる点各 2 点を設ける。匝華道の掘さ

くに当っては，この基準点にトランシ ットをすえて，他の l 点

を見て坑内に延長してゆく 。

地上に中心線を設置し得ないときは， 三角測量で中心線の方

向や長さを計~:によって定め，両坑口には前記のまま準点を設け

て捌進する。

高低は雨坑口に水準基標を設けて，これから坑内の高さを算

定する。

(2) 坑内iJl~金

坑内の iJIIJJ.立は視点の!照明を必要とするほかは普通坑外の測量

と変りはないが，姻さく作業中は作業に支障するから，作業の

休日を利用して測量することが多い。測量するまでの銅さくは，

目測で進めていく。自iJllJで直線を延ばす方法としては，基準点

を天井に設け，これに糸を結ひ.小石などを付けて，さげ娠りと

する。この糸を 2 箇所見通して掘さく函に中心位低を印し，こ

れによって姻さく する。また曲線の場合は， 前と同様に基準点

を設けておいてオフ セ ット法に よ 図 4. オフセット法

っ て中心を出す(図-4) 。

以上の方法で方向を定めて掘進

し，後でトランシットにより正確

な中心点を設ける。 メ寸

高低は， 中心点 (20m ごとに導 'Z
坑盤に穴をあけこれに丸太を埋め， コンクリ ー トでかためこれ

に点をとる)に傑荷主~ iJllJ量:し，施工基国高の高低を算定する。

滋坑の掘さくは盤が上り易く ，と くに湧水のある ときには上

り易い。これは後で掘り起さなければならないが(これを盤下
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